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I　研究主題設定の理由

1　は　じめに

本グループで対象とする子供たちは, ｢自閉症｣と診断された子供や日ごろ接している様子

から人への関心が希薄で,人とかかわりを持ったり,気持ちを通わせたりすることが難しいと

感じられる｢自閉傾向｣のある子供たちである｡わたしたちは,彼らの特性(資料l)に応じ

た指導を行うことで,彼らが周囲の人とのかかわり方を身に付け,将来,家庭や地域社会でよ

りよい生活を送ることができるよう,そして,今回の取り組みがその一助となるよう研究を進

めていくことにした｡

2　前回研究のまとめ

前回の研究で,わたしたちは自閉児と接していて感じる｢通じ合いにくさ｣を,わたしたち

と子供たちの｢あいだ｣にある｢開陳の障害｣であるととらえた｡そして,それを変容させて

いくためには,わたしたちと自閉児の両者が高まり合い,歩み寄ることで,互いの理解を深め

ていくことが必要と考えた｡そこで, ｢自閉児との相互理解を深める指導の在り方を探る｣と

いう研究主題を設定し,下記のような研究内容の項目を中心に,実践研究を深めていった｡

表1前回の主を研究内容　　　　　　　　　　(資料2)

教師のかかわり方を工夫する 倡�ｹ�,ﾈ�8輅6�$(,ﾉ|ﾘ/�ﾘ(-�.��

○子供に気持ちを向け,子供の気持ちを感じ取る｡ ��ｸ��檠4僖i&ﾘ,ﾉJﾙ$(/��8+x�ｲ�

○積撞的に緻き掛ける○ ��ｸ�8輅6�$(,ﾈ�9w�/�ﾘ(-�.��ｲ�

○子供に合わせる○ ��ｹZｨ*�.�.(+x*(ｬ(ｺｸ/�ﾞﾈ.��ｲ�

○信頼される存在になる○ 

このような取り組みの結果,わたしたちと自閉児の間T,少しずつ相互理解の深まりが見ら

れ,自閉児からわたしたちへの意思伝達の高まりが見られるようになった｡また,課題として

は子供の持つ｢意思伝達の力｣を｢個々の子供に応じて高めていく｣ ｢生活全般に生かしてい

く｣ための具棒的な手だてを探り,実践の充実を図っていく必要があることが挙げられた｡

3　本グループの子供たちにとっての将来の生活について

(1)前回の研究を受けて

前回研究の課題から,わたしたちは,今回の研究では個々の自閉児に応じた手だてを行う

ことで,生活全般を通して自閉児との相互理解を深め,子供自身の意思伝達の力を高めてい

きたいと考えた｡しかし,わたしたちは,自閉児の意思忠通の力がただ高まりさえすればい

いと考えるのではなく,それが自閉児の生活をよりよくするものでなければならないと考え

た｡そこで,わたしたちは,自閉児にとって将来の望ましい生活とはどのようなものかとい

うことを視野に入れて研究を進めていく必要があると考えた｡

(2)自閉児の現在の生活の姿について

本校の自閉児たちのふだんの様子を見ていると,特定の場面ではその手なりに気持ちを伝

えたり,場の状況に合わせて行動したりしているが,まだ多くの場合,その気持ちが相手に
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伝わっていなかったり,自分なりには理由のある行動でも,社会のルールやマナーに反する

という理由で規制されたりすることが少なくないと感じられる｡そのため,結果的には｢何

をすればよいのか分からない｣という指示待ちになってしまったり,周囲の人と十分にかか

われなかったりするのではないだろうか｡また,家庭でも,同様の様子が見られ,自由時間

に何をすればいいのか分からず,気持ちが不安定になって,何かの特異な行動パターンにす

がってしまったり,地域の人とのかかわりも霜薄であったりする場合が多い｡

(3)自閉児の将来の生活について

ところで.近年QOL (Quality Of Life)を高めるという視点から,障害児･者の生活

にとって, ｢毎日生活していて楽しいと感じること｣ ｢自分で判断･選択して主体的に生活

すること｣等(資料3)は彼らの主体的な生活を尊重するために大事なこととしてとらえら

れている｡これは,これからの時代を生きていく自閉児にとっても,当然重視されるべきこ

とと考える｡しかし,自閉児が生活全般において, ｢自分から周囲の人に鋤き掛け,自分の

思いをかなえることで喜びや満足感を感じたり,場の状況を理解し,判断･選択して見通し

を持って行動したりする｣といったような主体的な生活のスタイルを,自然に身に付けるの

は難しい｡これらの原因は自閉児の特性に因るものもあるが,その特性を踏まえたかかわり

方を十分にできていないわたしたちにも大きな原因があるのではないか｡したがって,わた

したちが,自閉児の特性を考慮して適切な支援を行い,それが将来の生活にわたって継続さ

れ,その上で,自閉児が望ましい生活を送ることができるのではと考えた｡わたしたちは,

これまで述べた自閉児の将来の生活にとって必要なことを考え,自閉児にとっての望ましい

生活の姿を以下のように考えた｡

自閉児の望ましい生活の姿

○　眼前の活動や,一日の生活の流れに見通しを持ち,安定して生活している｡

○　周囲の人を意識し,自分からかかわろうとする気持ちを持っている｡

○　自分(自閉児)の特性に合わせて,必要なことを分かりやすく伝えてもらい,それを基に

自分で判断･選択して行動することができる｡

○　自分の気持ちを,相手にとって分かるように伝え,思いを満たすことができる｡

○　家庭はもとより,地域の人とも必要に応じて伝え合い,支援を受けながら,地域社会の一

員として勧いたり,生活したりして,毎日が楽しい,充実していると感じることができる｡

わたしたちが考える自閉児の望ましい生活においては,周囲の人とかかわり合うことや,

伝え合うことが大切になってくる｡そのためには,子供が必要な場面で自分なりに相手と伝

え合うことができる力を育てることが必要であると考える｡そして,子供を取り巻く人々

が,その手にとっての望ましい生活を踏まえた上で,子供に伝え合う力を高めていくことが

大切であると考え,以下の研究テーマを設定し,取り組むことにした｡

自閉児の意思伝達のカを高めるための指導の在り方を探る 

-　2　-



Ⅱ　基本的な考え方

1  ｢意思伝達の力｣とは

自閉児も,自閉児なりに自分の意思を相手に伝えようとしているのだが,その伝え方が相手

にとって分かりにくいものであったり,相手が何か伝えようとしているのは理解していても,

相手が意図することをうまく受け止められなかったりするために,周囲の人と十分に伝え合っ

ているとは言えないことが多い｡一般に｢意思伝達｣とは,話し言葉だけでなく身振りや表情

などを含めた｢受信｣と｢発信｣の両面を併せ持つといわれており, ｢受信｣と｢発信｣が相

互になされて成立するものである｡ (資料4)そこで,わたしたちは, ｢意思伝達の力｣を次

のように定義した｡

｢意思伝達の力｣とは,相手の意思を受け止めるとともに,自分の意思も相手に伝えよう 

とする子供自身の持つ力である○ 

2　｢意思伝達の力｣と｢伝え合い｡分かり合う関係｣

わたしたちは,自閉児の将来の生活を見つめなが

ら, ｢伝え合い,分かり合う関係｣を目指していき

たいと考える｡しかし,相手の気持ちを感じ取った

り,思い描いたりすることが苦手な自閉児にとっ

て,相手と｢分かり合う関係｣を築いていくことは

非常に困難であると思われる｡そこで,まず自閉児

の｢意思伝達の力｣を高めることで,自閉児とわた

したちのあいだに｢伝え合う関係｣を成立させてい

きたい｡そして,自分の意思が相手に伝わったり,

相手の意思が分かったりすると,自分の生活が今よ

りも｢もっと便利に｣ ｢もっと楽しく｣なることに

｢伝え合い,分かり合う関係｣

の始まり

｢もっと伝え合いたい｣

という気持ちの高まり

図1 ｢意思伝達の力｣と｢伝え合い,分的合う関係｣

気付かせていきたいと考える｡そのような経験を積み重ねることによって,自閉児も相手を

｢自分を支援してくれる存在｣ ｢一緒にいて楽しい存在｣として認識するようになり,わたし

たちが目指す｢伝え合い,分かり合う関係｣に近づいていけるのではないかと考える｡

3　｢意思伝達の力｣を高めるために(今回の研究内容)

それでは,わたしたちが考える｢意思伝達の力｣の高まりとはどのようなものなのだろう

か｡それは, ｢伝え合う相手を意識し,何らかの方法を用いて相手と主体的に患え合うことが

できるとともに,いろいろな場面でいろいろな相手と伝え合うことができる｡ ｣ということで

あり,意思伝達が質的,量的に高まった状態を｢意思伝達の力｣の高まりと考える｡今回の研

究において,わたしたちは,このような｢意思伝達の力｣の総合的な高まりを目指していきた

いと考え,次のような考えの基,研究を進めていくことにした｡
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(1)意思伝達の力の基礎となるもの

わたしたちは,自閉児の特性を踏まえて,意思伝達をする上での課題を探っていくことに

した｡その結果, ｢見通しを持つ｣ ｢伝え合う相手を意識する｣ ｢伝え合う方法を理解す

る｣という三つの力を高めていくことが,意思伝達の力を高めることになり,相手とより主

体的に伝え合うことができるのではないかと考えた｡ (資料5)

号　蒐適し蓮轄っ

｢今,何をするのか｡ ｣ ｢いっまでするのか｡ ｣ ｢その次は何をするのか｡ ｣という見

通しを持たせることで,情緒を安定させ,他者のかかわりを受け入れられるようにすると

ともに,相手の意図を理解できるようにする｡

諦　鯨記念寄稿寧遼態識す盗

共同注意や模倣,やり取り遊びを通して, ｢意思伝達｣に必要な｢自分一相手｣という

関係の成立を図っていくことで,伝え合う相手を意識することができるようにする｡

愛　蔵差合う境港恵理観ずる

話し言葉に限らない自閉児の特性に応じた伝達手段を探っていくことで,相手の意思を

受け止めやすくしたり,自分の意思を相手に伝えやすくしたりする｡

こ書生ここ.i .忠 帝Tﾆ��伝 ����の �8��

図2　｢意思伝達の力｣の基礎となるもの

(2) ｢意思伝達｣の場面や対象を広げる

子供たちの生活の場は学校だけでなく,家庭や地域社会など多岐にわたっている｡また,

将来において意思伝達が必要な場面や対象はますます広がっていくものと考える｡そこで

特に重要と思われる以下の三つの視点から,意思伝達を行うための具体的な手だてを探って

いく｡

○　家庭において,主体的に自分の気持ちや必要

な事柄を伝え,自己選択力や自己決定力を育て

ていくとともに,かかわりを深めていく｡

○　地域において,交通機関や公共施設,レンヤ

ー施設等の社会資源を活用し,必要な場面で意

思伝達を行ったり,社会の基本的なマナー等,

場面に応じた対応をしたりして,生活範囲を広

げていく｡

○　鋤く場面において,状況や周囲の人の指示を

理解したり,必要な事柄を伝えたりすることで

落ち着いて仕事に取り組むことができるように

するとともに,あいさつ等基本的なマナーを身

に付けることでよりよい人間関係を築いていく｡
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図3　｢意思伝達の力｣の高まり



Ⅲ　研　究　内　容

1　｢意思伝達の力｣の基礎となるもの

見通しを持つ

わたしたちは,自閉児に｢今,何をすればよいのか｣という見通しを持たせることT,安心

感を持たせ,相手からのかかわりを受け入れられるようにするとともに,自閉児に場面や状況

の意味を理解させ,相手の意図を理解できるようにしたいと考える｡さらに,見通しを持つこ

とで,その子供なりに自分で考え行動できるようになり,そのことは,主体的な伝え合いにも

つながると考える｡わたしたちは,見通しを持たせることについて, ｢スケジュール｣と｢一

つの活動の内容｣という二つの視点から探っていくことにした｡ (資料6)

(1)スケジュール

スケジュールとは, ｢どこで｣ ｢何を｣すればいいのかということを,時系列的に示した

ものである｡わたしたちは,子供一人一人の理解に応じて,スケジュールを提示すること

で,見通しが持ちにくい自閉児の混乱を防ぎ,自分から次の活動に取り組めるようにしてい

きたいと考える｡スケジュールを提示する際は,一人一人の子供に応じて,視覚的な手掛か

りの活用やスケジュールの使い方,一度にどのくらいの量の活動を示していくかということ

を考慮していく必要がある｡

○　手掛かり　-　具体物,カード(写真,絵,文字) ,予定表

○　使い方　　　･　カードを持って次の活動場所に移動する｡

･　スケジュールを-か所に設置する｡

･　活動が終わったら自分でチェックする｡

○　量　　　･･･次の一つの活動, 2, 3の活動　半日, 1日, 1週間

(2)一つの活動の内容

(詳細は

資料6)

わたしたちは,一つの活動について｢どこで｣ ｢何を｣ ｢どのように｣ ｢どのくらい｣す

ればよいのかということを示すことで,自閉児に活動内容を理解させ,自ら意欲的に活動に

取り組めるようにしたいと考える｡わたしたちは,子供の現症の生活の基盤である家庭と学

校の活動について,次のような視点を持って見通しを持たせていくことにした｡

(家庭)

○　家庭において役割を持つ｡

お手伝いを決め,毎日同じ時間に行う｡

手順や用具を置く場所を決める｡手順の

明示

○　自由時間に行う活動を増やす｡

興味･関心を生かした活動の選定,ル

ールや手順の明示,選択の場面の設定
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(学校)

○　授業に主体的に取り組む｡

活動内容の明示,教材･教具,場の

設定の工夫,視覚的な手掛かりを活用

した発問の工夫

○　基本的な生活習慣を身に付ける｡

活動場所を-か所に決める｡手順を

決める｡手順の明示



伝え合う相手を意識する

意思伝達においでは, ｢自分一相手｣と

いう関係の成立が必要であり,そのために

は相手を意識することが必要である｡そし

て,自分自分や他者についての理解である

｢社会的認知(自分自身や他者についての

理解) ｣を促すために,共同注意や模倣,

やり取り遊びが必要であると考える｡ (餐

料7)

○　共同注意を促す

同じ物を同時に見る共同注意は,特定

の対象に相手の注意を促して関心を共有

しようとする鋤き掛けである｡物の手渡

し,指きしが必要であると考える｡

共同注意 ��

を促す 冉��

(ちょうだいと言われ物を渡す場面)　　(指きしで選択する場面)

○　模倣を催す

模倣は他者への意識を促すとともに

他者と結ばれている自分を意識するこ

とにつながる｡そこで,動作を一緒に

模倣したり,自閉児とのかかわりにお

いて自閉児の動作や音声を積極的に模

倣し,少しでも自分や相手に対する意

識を高めていきたい｡

○　やり取り遊びを促す

やり取り遊びによって,人とかかわ

ることの楽しさや快さを経験させると

ともに,自分の番,次は相手の番とい

った役割の交替も経験させることがで

きる｡具体的には･ ･ 〟

･　くすぐりっこなど人と遊ぶ楽しさ

を味わわせる適が
･ボールのやり取り,ミニカーを走

らせ合う,カードを使っての遊び
･　CMのフレーズなどを通した言葉

での遊び

※　相手を見て手緩すように言葉掛け

したり,措きLLながら子供と大人

が同じものを見たりすることがポイ

ント｡

※　｢おやっ?｣という顔でこ

ちらを見るまで続けることが

ポイント｡

(くすぐりっこしている場面)　　(ミニカーを走らせ合う場面)

※　子供からもっとやってほしいという要求が生まれたり,遊

びの楽しさを感じたりするまで続けることがポイント｡
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伝え合う方意を理解する

(1)自閉児にとっての分かりやすさ

ア　自閉児にとっての分かりやすさとは

自閉児の特陸を踏まえ,わたしたちは情報の送り手として次のような観点から彼らへの｢分

かりやすさ｣を考えた｡

提元する情報の内容を整理する ��

○情報整理の観点 
･一つの場面でどの程度の指示内容を理解できるか○ 

･文脈の中で言葉の意味をどう理解しているかo 

･言葉や身振り,具体物,絵カードなどの何を手掛 

かりにして理解しているか○ 

･時間的な見通しをどの程度持てるか○ 

情報の提供者を限定する 

0-つの場面で情報を提供する発信者を限定する｡ 

情報を送る手段を工夫する 

○発信者への注意を促す○ 

呼名,ブザーやメロディー音,手たたきなどの聴覚 

刺激を活用する○ 

○指示を明示するo 

その時々,するべき必要なことを明確に伝える○ 

○視覚的な情報を活用する○ 

言葉に加えて,具体物,絵や写真カード,身振りや 

活動のモデル,数字を伴った手順表や目当てカード等 

を活用する○ 

イ　自閉児の判断･選択しやすさのために

6cc一一三一 

一ブ 

一-ヽ 
一一7 

0:NTL一 

●● ヽ一′ヽ一一′ 

薄 
イメージするカの弱き 

ヽM
ヽr二二_一{一}′○

ヽ《一一く> く} 

∠髪ミラ 

相手の期待や意図の理解が苦手 

①⊂> ､誇謬) 

党的なパターン認知や記憶の良さ 

自閉児が社会的存産としてよりよく生きていくためには,子供の周りのいろいろな情報から

必要なものを判断･選択しながら自己決定的に生活していくことが望まれる｡そこで,指示的

なかかわり方だけでなく,下図のような子供が判断･選択できるような情報の与え方を心掛け

ていく｡

○○くん｡ジュースを飲む?お茶を 

飲む? ●● ､,.′′ ● 

● 一一ir 

.∠ 

諾議書持って行く?/ 
雨!傘持って行く 

-.I,8.../ 

88 

d之! 
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(2)自閉児にとっての伝えやすさ

ア　自閉児にとっての伝えやすさとは

わたしたちは自閉児が意思を伝達する上での課題を,以下のように整理してみた｡

チューブプランコを交替してほし　･売り手の意図や状況に応じて｢～をくだ　･男の子が人形をなくして泣いている
いのだが　その気持ちを相手に十　　　さい｣などの買い手の側に立った壷壷

分に伝えられない｡　　　　　　　　　薬を使うことが困難｡そのとき｢いらっ

しゃい｣というエコラリアも売り手にな
って活用することも考えていきたい｡

女の子に話しているが　一方的なか
かわりであり,相手の感精や相手と
の関係を考慮してのやり取りが困難

これまT,かかわる側のわたしたちも自閉児の意図を十分理解できずに反応が不明確で一貫性

がなかったり,意図に沿った反応が十分にできなかったりしてきた面があった｡それとともに,

わたしたちは上に示したような自閉児の課題を見るとき,だれにでも分かりやすい伝達手段に替

えていく必要性を感じる｡例えば　話し言葉のない自閉児には指さしやサインなどを教えたり,

絵カードなどを提示させたりする｡また話し言葉のある自閉児には状況に合った話し言葉をその

都度繰り返し教えたり,言葉に絵(写真)カードを添えるようにさせたりして,子供たちが伝え

たいことを意味付けしてあげるようにする｡このようにして伝達行動の未熟さを改善し伝達経験

を積み重ねていくことで･, ｢分かってもらえた!｣という経験からやり取りを楽しむようになっ

たり, ｢伝えたい!｣という意欲を育てたりすることにつながるのではないかと考える｡

イ　自閉児にとって表現しやすく,伝えやすい伝達手段とは

わたしたちは子供に応じた伝達手段を工夫して,生活場面をとらえて指導していく必要があ

ると考える｡

(チ)表現しやすく,伝えやすい伝達手段とは

わたしたちは聴覚に対する視覚優位といった自閉児
の特性から,右のようものを伝達手段として考えた｡

(I)具体的な指導の手続き

a　表現しやすい伝達手段を探る

子供の発達段階やコミュニケーションの状態,

あるいは親の希望等も考慮しながら,伝達手段

を選択する｡･ (資料8)

子供によっては複数の伝達手段を使わせるこ

とが有効であったり,話し言葉と併用させるこ

とが有効であったりする｡右の例のように最初

から｢自転車に乗りたい｡ ｣と言わせるのでは

なく,まず指きしや絵カードを使って話し言葉

を添えていくようにする｡そのことが結果とし

て言葉を育てていくことになる｡

b　指導場面を考える

伝達手段の使い方や使う場面については日常

生活全般を指導の場とするが,まずは要求場面

に着目してみたい｡自閉児が自発的に意思を伝

達しようとする場面を選ぶことが,効果的な指

導につながると考える｡ (資料9)
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2　意思伝達の場面や対象を広げる

子供たちの将来の生活は,進路先での様々な人とのかかわりや,交通機関や公共施設の利用

等も考慮すると,意思伝達が必要な柏手や場面は広がっていく｡そこで,わたしたちは,前回

の研究基調でも述べた｢家庭生活｣ ｢地域生活｣ ｢職場生活｣という三つの観点から,意思伝

達の場面や対象を広げていくための指導を探っていくことにした｡ (資料10)

蒙遽豊満

家庭は子供たちの生活の基盤であり,伝え合う関係の基盤でもある｡家庭生活における意

思伝達を充実させていくことは,地域や職場での意思伝達へとっながっていくと考える｡

○　自分の気持ちや要求を伝える｡

･　カード等の伝えやすい伝達手段･判断･選択の場面の設定

○　必要な事柄を伝える｡

･電話やメモの活用(外出先から電話で居場所等を知らせる｡

来客や電話の伝言を伝える｡ )

○　学校や職場であったことを伝える｡

･　メモや日記の活用 (遊びに行きたい場所を知らせる)

- 

自閉児の生活を充実したものにするためには,家族や教師といった限られた人だけでなく, 

積極的に地域に出掛けて行き,いろいろな人とかかわりながら, 

多様な経験をしていくことが大切であると考える○ �>r�

○余暇活動を楽しむ○ 

･交通機関やレジャー施設,ファーストフード店等の利用 

･注文カードやコミュニケーションカード等の伝達手段 

○社会のルールを理解するo 

･禁止よりも今何をすべきかを伝える.早い段階からの指導(ファーストフ-印書の利用) 

- 

学校卒業後,自閉児もまた,作業所,施設,事業所等で,仕事に従事しそいくことになる○ 

自閉児が職場での意思伝達を行うことで,周囲の人の中で落ち着いて仕事に取り組み鋤く楽 

しさや喜びを味わってほしいと考える○ 

○必要な指示を理解する.○ 

｢どこで｣｢何を｣｢どのように｣｢どのくらい｣という視i 覚的な情報 ○必要な事柄を伝える○(援助を求める,作業の報告をする) ･カード等の患えやすい伝達手段､ ○あいさつや返事をする○ 

･エコラリアの活用(材料がないことを伝える○)く材料がないことを怪える) I 
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Ⅳ　実　　　践

わたしたちは,本グループの研究の考え方に立ち,以下の手順で事例の実践研究を進めた｡

初　期　ア　セ　ス　メ　ン　ト

観点 兩ｹd��備考 

現在のコミュニケーションの様子を知る �5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x98,亊h+x.��4�5ｨ5�8�986r�Y?ｨ�ﾙ�hｨ�,ﾈｬ��*�.r�X5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x92�5H987h8ｲ�資料ll 

時間的な過ごし方を知る ��hｨ�5�5�5x8X�ｸ8ｲ�資料12 

基本的な_情報を知る �i��ﾕﾉ�ﾂﾈﾛ�y��ﾉ'h孜��9�� 

生活範囲を知る ��hｨ�&��ﾒ�資料13 

特性や客観的な課題を知る 十. 比�TE5�U�ﾕ"�88 

子供や保護者の意見を知る 劍ﾊHｸi>�vR��ｸﾊ�,ｨ+X/�鰄,"�

子供や保護者の意見を聞く会 

∴∴ 指導方針の決定 � 

指導目標の設定 

∴∵ 凵專`え合う相手を意識する 
指導内容の検討 ∴∴ 実践 ∴∴ 凵專`え合う方法を理解する ○意思伝達の場面や対象を広げる 

評価.考察i 

｢　~~~~　~　~　~　~　-　~　~　-　~　~　一一~　-　~一一一~　~　~　~　~~　~　~　~　~　~-　~-　~一一~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~~　~　~　~~~　~　~　~

;事例I　｢話し言葉が伝達手段として機能していないN. T児の指導｣申学部2年(男)

事例Ⅱ　｢話し言葉は持っているが,周囲の人とうまく気持ちを伝え合うことができず,集団

の中では見通しを持ったり,意欲的に活動したりすることが難しいK. Y児の指導｣

高等部2年(男)

事例Ⅲ　｢伝え合う方法を理解できず,情緒的に不安定になってしまうA. N児の指導｣

小学部2年(女)

(事例I一皿の内容については,実践編を参照)
一法`欝饗露鞘/ 

撥謙譲探 俐ﾈ��｢�ﾎ｢譁������

∴∴ 凵T''--i 劔∴∴i∴ 

擬 �������員ﾂ�耳�r�_��ｸ��∴/､∴∵∴ いう,私 劔ーiS詔蒸 ∴∴｢∴ 

詞書喜悦叢薮 ′i醸 � �� 坪ｧﾒ粐����育���育�����ﾉ(R�i 

--LJ.; � ���) 

千 剪� 討ﾒ�����-幾 
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Ⅴ　研究のまとめと今後の課題

1　研究のまとめ

わたしたちは,子供自身の持つ力である｢意思伝達の力｣を高めるためには, ｢意思伝達の

力の基礎となるものを高めること｣と｢意思伝達の場面や対象を広げること｣が必要であると

考えた｡ここでは,理論研究に基づいて行ってきた三つの事例を通して,明らかになったこと

を述べていくことにする｡ (資料14)

｢意思伝達の力｣の基礎となるものについて 

○　見通しを持たせることで,情緒の安定が図られ,相手のかかわりを受け入れたり,相手の

意図を理解して目的的に行動する様子が見られた｡見通しを持たせる際には,次の活動や活

動内容の提示の仕方(形態,量)を子供に応じて工夫していく必要があった｡

○　相手を意識することについては,子供が興味･関心を持っている活動を通して,相手とか

かわりを楽しめるようになり,相手を意識したり,相手と伝え合いたいという気持ちを引き

出したりすることができた｡

○　子供一人一人に応じた伝え合う方法を理解することで,相手の意図がより分かりやすくな

ったり,相手に自分の意図が伝わりやすくなったりした｡また,視覚的な手掛かりと話し言

葉を併用させたことで,話し言葉の意味が理解できるようになり,適切に用いることも見ら

れるようになった｡

〇　千僕自身が切実に相手と｢伝え合いたい｣と感じられるような,子供自身の欲求を大切に

した,意思伝達の場面を設定していくことが大切であった｡

○　保護者や教師が子供にとっての｢分かりやすさ｣ ｢伝えやすさ｣という視点からかかわり

方や伝え方を工夫したことで,子供が自ら表現したり,伝えたりすることが多くなり,子供

の気持ちをより理解できるようになった｡

O　｢見通しを持つ｣ ｢伝え合う相手を意識する｣ ｢伝え合う方法を理解する｣という三つの

力は,それぞれが開通し合いながら高まることで,意思伝達の力を高めていくことが分かっ

た｡

意思伝達の場面や対象を広げることについて 

○　意思伝達の場面や対象を広げていったことで,子供の生活範囲が広がり,活動のレパート

リーが増える等,休日や放課後の生活が充実してきた｡

○　地域において活動したり,社会資源を利用したりする際には,いろいろな状況をあらかじ

め設定して,子供が意思伝達を行うための手だてをした上で十分練習を行う必要があった｡

○　このような取り組みを通して,保護者が将来に向けての余暇活動や,自立の在り方に関心

を持つようになった｡

一　間　一



2　今後の課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

○　子供一人一人に応じた伝達手段を探るために,アセスメントのより効果的な活用方法につ

いて検討していく必要がある｡

○　地域や職場に,自閉児の特性や意思伝達について理解してもらうための連携の在り方を検

討していく必要がある｡
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